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龍ケ崎市駅東口駅前ロータリーで交通事故が急増！ 

事故抑制策の効果を確認する社会実験を実施します（11/30～） 
  

龍ケ崎市では、本市の玄関口である JR常磐線

龍ケ崎市駅東口の駅前ロータリー（写真）の通行

方法を変更する社会実験を、令和6年11月30日

（土）から実施します。 

 

今回の社会実験は、駅前ロータリーで交通事故

が急増していることを受けて行われます。 

 

特に、駅舎前での車両同士の接触事故が多い

のが特徴であり、令和5年度の事故件数は、前年

に比べて3.6倍に急増しています。 

（令和4年度：8件 → 令和5年度：29件） 

 

この状況を踏まえ、市民の皆様が安全かつ快適に利用できる交通環境を整備するため、関係機

関との協議を重ね、事故抑制策を検討してきました。 

 

今回の社会実験では、「車線上へのラバーポールの設置」や「仮設乗降所の設置」などを実施

し、事故抑制策の効果を確認する予定です。 
  

 ■実施期間 令和6年11月30日（土）から令和7年2月28日（金）まで（予定） 

 ■取り組み内容  ・駅舎前の車線上にラバーポールを設置 

 ・ロータリー中央部に仮設乗降所を設置 

   ※仮設乗降所の設置に伴い通行方法が変わります。 

 ・啓発看板の設置 

 ・観察カメラの設置（関鉄佐貫ビルⅡの屋上から撮影） 

 ・交通誘導員の設置（朝・夜の混雑時） 

 ・アンケートの実施（12月中旬予定） 

 ・事前周知活動（告知看板、ポスターなど）の実施（11月中旬予定） 

 ■通常どおり利用 

できるもの 

 ・バスの停留所などがあるロータリー北側エリア 

 ・ロータリー中央部のコインパーキング（最初の３０分無料） 

 ・駅舎前の障がい者優先ゾーン 

 ■交通事故の概要  ・8件（令和4年度）→29件（令和5年度） 3.6倍に急増 

 ・車両同士による交通事故（人身事故はなし） 

 ・交通事故は駅舎前で特に多く確認されている 

 ■添付資料 社会実験のイメージ図 
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▲龍ケ崎市駅東口駅前ロータリー 


